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MCSの活用例

「連絡帳」





読谷村でのひろがり

1. 当院と訪問看護ST花織さんから開始

2. 花織さんのビジネスSNSになる。

3. 他訪看ST、ケアマネ、介護施設を誘う形で拡大



MCS運用のメリット

1. 場所を選ばず、空いた時間でチェックできる。

スマホ・タブレット・PCどこからでもアクセス

2. グループで関わっていると、看護師、クラークからの代

行入力で対応ができる。

3. PDF書類、画像、動画を添付できる。



MCS運用の課題

1. フォロー数が多くなってくると、重要な情報が埋も

れてしまう可能性がある。

2. 比較的急ぎの相談がある。

3. アカウント管理 村包括に打診



課題解決の具体例

1. 「依頼」「相談」「報告」 とメッセージの目的の記載

2. 急変、急ぎの依頼は電話を入れるよう指示

3. クラークに電子カルテに転載指示



Take Home Message

1. 情報共有ツールとしてのMCS（Medical Care Station）の紹介

2. 介護事業所を含む地域包括ケア＝横の連携 に有用

3. 行政（包括）・医師会単位の管理に期待
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